
「
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会
お
よ
び

鍛
冶
研
ぎ
研
修
会
」は
、
以
下
の
受
講
生
を

迎
え
、
本
年
も
つ
つ
が
な
く
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
受
講
生
は
表
の
通
り
で
す
。

研
修
会
は
前
半
を「
刀
剣
研
磨
・
鍛
冶
研

ぎ
の
部
」、
後
半
を「
外
装
の
部
」と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
３
日
間
ず
つ
行
い
ま
し
た
。
日
程

は
７
月
21
日（
月
・
祝
）か
ら
26
日（
土
）ま
で

で
、
21
日（
月
・
祝
）か
ら
23
日（
水
）ま
で
を
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令
和
７
年
度
美
術
刀
剣
製
作
技
術
保
存
研
修
会

　
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会

　
　
な
ら
び
に
鍛
冶
研
ぎ
研
修
会
開
催

研
磨
・
鍛
冶
研
ぎ
の
部
開
講
式

研
磨
の
部
　
臼
木
講
師

■
研
磨
の
部

講
　
師
　
臼
木
良
彦

テ
ー
マ
　
仕
上
げ
研
ぎ

聴
講
生
　
青
木
陽
詩

梅
田
晴
香

王
　
誠
揚

柿
沼
進
一

上
條
　
徹

田
中
賢
治
郎

二
唐
奈
夫
樹

根
岸
勝
美

福
島
義
浩

船
津
広
大

矢
澤
　
隼

山
下
千
穂

山
田
大
輔

■
鍛
冶
研
ぎ
の
部

講
　
師
　
髙
見
一
良

テ
ー
マ
　
鍛
冶
研
ぎ
の
基
礎
技
法

研
修
生
　
ジ
ョ
ハ
ン
・
ロ
イ
ト
ヴ
ィ
ラ
ー

聴
講
生
　
宇
賀
神
一
三
　

市
村
　
貢
　

堀
井
雅
仁

■
白
鞘
の
部

講
　
師
　
廣
井
章
久

講
師
補
助
　
河
合
広
明

テ
ー
マ
　
掻
き
入
れ
の
基
礎
技
法

特
別
研
修
生
　
平
山
直
弥

研
修
生
　
大
平
善
之

聴
講
生
　
赤
川
裕
実

王
　
誠
揚

柿
沼
進
一

細
越
敬
喜

松
田
那
由
太

■
柄
前
の
部

講
　
師
　
久
保
純
一

テ
ー
マ
　
常
糸
巻
・
蛇
腹
巻
の
基
礎
技
法

研
修
生
　
河
野
由
佳

田
上
友
唯

細
川
美
樹

聴
講
生
　
梅
田
晴
香

■
白
銀
の
部

講
　
師
　
宮
本
恒
之

講
師
補
助
　
三
島
幹
則

テ
ー
マ
　
鎺
制
作
の
基
礎
技
法

研
修
生
　
前
田
航
汰

三
⻆
恭
兵

武
藤
　
健

聴
講
生
　
上
野
宏
樹

岡
村
明
日
香

田
北
有
百
美

神
　
早
紀

矢
澤
　
隼

部
門
別
の
講
師
・
テ
ー
マ
・
参
加
者
一
覧
（
敬
称
略
）

「
研
磨
の
部
・
鍛
冶
研
ぎ
の
部
」、
24
日（
木
）

か
ら
26
日（
土
）ま
で
を「
外
装
の
部
」と
し
て

行
い
ま
し
た
。
会
場
は
刀
剣
博
物
館
１
階
講

堂
を
使
用
し
ま
し
た
。

開
講
式
は
各
部
門
の
初
日
、
午
前
10
時
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
講
式
で
は
柴
原
専
務

理
事
お
よ
び
石
井
上
席
専
門
研
究
員
が
挨
拶

を
行
い
、
本
研
修
会
が
公
益
財
団
法
人
と
し

て
の
重
要
な
事
業
で
あ
り
、
刀
職
の
伝
統
的

三　校
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な
仕
事
を
受
け
継
い
で
ほ
し
い
、
ま
た
日
本

刀
文
化
を
支
え
る
技
術
者
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
く
、
講
習
会
を
大
い
に
活
用
し
、
一
流

の
講
師
陣
の
技
を
多
く
学
ん
で
ほ
し
い
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

全
日
程
を
通
じ
、
受
講
生
は
基
本
技
法
や

日
頃
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
熱
心
に
質

問
し
、講
師
の
先
生
方
は
実
際
に
技
を
見
せ
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
用
い
て
指
導
を
行
い
、

受
講
生
の
熱
意
に
丁
寧
に
応
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

閉
講
式
は
各
部
門
の
最
終
日
に
行
わ
れ
、

石
井
上
席
専
門
研
究
員
と
大
井
学
芸
部
長
の

挨
拶
と
と
も
に
受
講
証
書
・
修
了
証
書
の
授

与
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
陣
か
ら
は
、
受
講

生
が
集
中
し
て
研
修
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に

感
心
し
、
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
と
の
講

評
が
あ
り
、
毎
年
行
わ
れ
る
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
品
し
て
自
ら
の
技
倆
を
高
め
る
よ
う
に
と

の
御
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

去
年
に
続
き
鍛
冶
研
ぎ
研
修
に
も
受
講
生

が
集
ま
り
、
活
気
あ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。
酷
暑
の
中
、
協
力
い
た
だ
い
た
講
師
の

先
生
方
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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白
鞘
の
部
　
廣
井
講
師

白
銀
の
部
　
宮
本
講
師

閉
講
式
　
受
講
証
書
授
与

鍛
冶
研
ぎ
の
部
　
髙
見
講
師

柄
前
の
部
　
久
保
講
師

真
剣
に
取
り
組
む
受
講
者
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19　　刀剣美術2025.9（824号）

審査料金表　※令和 7 年 ８ 月 １ 日改定

保存・特別保存審査
（１）保存のみの申請の場合

審査結果 会員料金 非会員料金

合格
刀剣・刀装 ¥35,750 ¥4１,250

刀装具 ¥24,3１0 ¥29,８１0

不合格
刀剣・刀装 ¥１4,300 ¥１9,８00

刀装具 ¥１0,0１0 ¥１5,5１0
（２）特別保存のみの申請の場合（既に保存鑑定書を持っている）

審査結果 会員料金 非会員料金

合格
刀剣・刀装 ¥50,050 ¥55,550

刀装具 ¥42,900 ¥4８,400

不合格
刀剣・刀装 ¥１4,300 ¥１9,８00

刀装具 ¥１0,0１0 ¥１5,5１0
（３）保存・特別保存を同時申請した場合

審査結果 会員料金 非会員料金

保存：不合格
刀剣・刀装 ¥１4,300 ¥１9,８00

刀装具 ¥１0,0１0 ¥１5,5１0
保存　　：合格
特別保存：現状

刀剣・刀装 ¥50,050 ¥6１,050
刀装具 ¥34,320 ¥45,320

保存　　：合格
特別保存：合格

刀剣・刀装 ¥7８,650 ¥８9,650
刀装具 ¥62,920 ¥73,920

※保存、特別保存に同時申請し、両方に合格の場合のみ割引料金となります。
　（割引金額：刀剣・刀装￥7,１50、刀装具￥4,290）

重要刀剣等審査
審査結果 会員料金 非会員料金

合格
刀剣・刀装 ¥3１4,600 ¥369,600

刀装具 ¥１7１,600 ¥226,600

現状
刀剣・刀装 ¥30,030 ¥８5,030

刀装具 ¥2１,450 ¥76,450

特別重要刀剣等審査
審査結果 会員料金 非会員料金

合格
刀剣・刀装 ¥4８6,200 ¥54１,200

刀装具 ¥343,200 ¥39８,200

現状
刀剣・刀装 ¥44,330 ¥99,330

刀装具 ¥30,030 ¥８5,030

再　校
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